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あたらしい薬 (15)
「一気管支晴息治療薬
一般名: クロモグリク酸ナトリウム (Disodium 
cromog1icate) 
販売名: インタール (Inta1・藤沢)
化学名: Disodium 5，5'-( (2-hydroxytrimethy-
1ene) dioxy) bis (4-oxo-4H-l-benzo・ 
pyran-2-carboxy 1ate) 
OH 
o O-CH2・CH・CH2ーo 0 
/""/~〆""/"" 
担当:麻生芳郎*
〔一般薬理・毒性〕 とくに挙げる点はない，毒性は非常
に弱くマウス静注による LDsoは 4gjkg以上である。
催奇形作用も認められない。
〔薬効の裏付け) Bencard A 12混合花粉抗元による
誘発に対して，事前 20mg本剤吸入は，肺活量低下(対
照50%低下) をほぼ完全に抑制し， 吸入数時間後でも
明かに有効であった。抗元吸入後の適用では無効であっ
た。正常人に本剤を吸入させるとむしろ肺活量は 10%
程度短時間低下する。
ヒトのレアギン血清で感作されたサルに，抗元ととも
1 を皮内投与すると受動感作皮内反応g-4 1 "I 1 1 N aOOC/'\O/""〆 ~/'\O/'\COONa に本剤 5x15・
気管支瑞息の原因療法としては，現在減感作療法が本
質的に最も信頼されているが，成因の複雑性のため十分
の効果が得られることが少ない。したがって，交感神経
刺激による気管支拡張剤とステロイド剤を主とした薬物
対症療法を適切に続けていくことが，一般に重要と考え
られている。本剤は瑞息患者のレアギン型抗元抗体反応
によっておこるアレルギー誘発物質(ヒスタミン型)の
遊離を抑制する機作を示すものと推定された，あたらし
い型の端息治療薬である。気管支拡張作用や抗ヒスタミ
ン作用がないにもかかわらず， ヒトにおいて抗原誘発に
よる気管支痘撃を特異的に防禦するという。抑制作用の
発現には，気道粘膜に直接接触することが必要とされ，
経口的にはほとんど吸収されず，静注によっても無効で
ある。微細粉末の効果的吸入を計るため，興味ある器具
が考案されている。
+一一空気
カプセルに
穴をあける
〔理化学的性質〕 白色結晶性粉末，無臭，やや苦味。
水溶性。常温で安定であるが，著しい吸湿性のため，製
剤粒度 (2 6μ，5096以上)を維持するため，特殊2"， 
重包装が行なわれている。遮光気密容器に保存。
長千葉大学医学部第 l生化学・助教授
(PCA)は90%抑制するが， ヒスタミン，セロトニンで
惹起した皮内反応に対しては抑制効果がない。ラットの 
PCA反応において肥貯細胞の崩壊， ヒスタミンの遊離
の抑制成績が挙げられている。 
j.S.G. Cox，Disodium chromog1ycate (Intal): a 
Specific inhibitor of Reaginic Antibody-Antigen 
Mechanisms. Nature，216，1328-1329，1970. 
〔吸収・排池〕 トリチウム標識体をイヌに 1mgjkg 
静注すると 5時間尿中に 33%，胆汁に 22%排池され，
体内代謝をうけない。サル気道内に投与した成績では 5
時間尿に 50%，胆汁に 37%回収され， 気道よりの吸収
がきわめてよい。とくに腎に高い分布がみられる外，特
定臓器の蓄積はみられない。
〔臨床成績] このような薬剤に対する評価は臨床成績
に頼る他はない。一般臨床治験例， 352例中 250例に自
・他覚症状の改善が報告されている。 2重盲験試験は，
成人についての証明は難かしいので， アレノレギー 要素の
強い小児について， 2か所において行なわれ，発作頻
度，服用回数等について判定し，有意性は認められた。
副作用としては，一過性刺激感，発疹， 頭痛が 10%弱
みられる。
〔適応〕気管支晴息(ステロイド離脱も考えられ
る)。
〔用法・用量) 1日3 4回，各 1カプセル (20mg)。"， 
(1970. 10. 2受付)
